様式７
補　助　事　業　の　成　果
	補助事業の名称
	〇〇システム導入事業

	申請者名
	○○〇〇


1． 事業目的
　　事業を実施した背景・必要性・当事業により解決する課題等
（例）
【背景】施設内で〇〇するうえで、〇〇を的確に実施できず負担となっている。
　　　　　・
　　　　　・

【目的】そこで、〇〇機能を有する〇〇システムを導入することで、〇〇の改善と〇〇の負担軽減を図りたい。

　　　　　・
　　　　　・

【課題】導入における課題としては以下〇点がある。
（1）　　○○
（2）　　〇〇
　　　・
　　　　　・
2． 事業内容（解決方法）
導入したシステムや設備、サービスの概要、ECサイトへの出店内容等
（例）　導入する〇〇システムは〇〇機能を有しており、さらに自社独自に〇〇機能を付加することができるので、〇〇のような活用ができ、さらなる導入効果に期待できる。
　　　　　・
　　　　　・
３．事業成果（結果及び今後の課題）
解決された課題、改善が図られた効果等
（例）　〇〇システムの導入により、当初期待したとおり、〇〇が大きく改善され、〇〇という効果があった。
また、〇〇機能を活用や、自社内で〇〇を工夫したことにより、〇〇という効果があった。
４．今後の展開
事業化のスケジュール、販売戦略等
（例）　本システムの導入により〇〇した〇〇を、今後、〇〇に活用することが可能となる。
　　　　今後は〇〇を活用し、さらなる・・・

　　　　　・
　　　　　・
５．事業経過
	開始日
	〇〇年６月〇日
	完了日
	〇〇年２月２８日

	内　　容
	実施時期（月）

	
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３

	システム発注・導入

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	システム試験運転

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	効果・検証

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	産業財産権の

取得
	□ 取得する
	取得権利：□特許権 □実用新案権 □意匠権 □商標権

発明等の名称：

	
	■ 取得しない
	理由：取得する事業内容でないため

	
	□ 未調査または調査中


添付資料
　　別添のとおり
（成果品の写真や補足説明資料を添付してください。）
事業計画書を参考に、同様に記載する。新たな視点が加わっても構いません。


（別紙にて添付も可能です。）


・





事業計画書を参考に、同様に記載する。新たな視点が加わっても構いません。


（別紙にて添付も可能です。）


・





〇　　→





〇　　→





〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→








